
 
光システムの設計・開発者のための基礎コース 

 

『 波 動 光 学 の 基 礎 』 
   

講  師：山 口 一 郎 氏 （独立行政法人 理化学研究所 名誉研究員 ＰｈＤ） 
 

日  時：２０２６年４月１５日（水）  １０：００ ～ １７：００ 

                １６日（木）  １０：００ ～ １７：００ 

（昼食１時間及び休憩を含みます。） 
※ 新型コロナウイル感染症の状況によっては延期、もしくは中止もあり得ます。 

 

会  場：機械振興会館 別館４階 （一般社団法人 日本オプトメカトロニクス協会 研修室） 
   

協賛  応用物理学会，日本光学会，日本光学工業協会，光産業技術振興協会  （順不同） 
 

 

    

本 講 座 の 位 置 付 け 

       分 野 

レベル 
光学設計分野 

光エレクトロ        

ニクス分野 
光学加工分野 画像技術分野 

上 級     

中 級     

初 級     

 
本 講 座 の 目 的 

 
本講座は光技術の基礎である波動光学の全般に対して包括的な理解を深めるためのものであり、次のよう

な内容からなる。 

・ マクスウェル方程式と電磁波の発生・伝播・検出 

・ 光のエネルギー，速度，偏光状態 

・ 屈折・反射・透過における光波の変化 

・ 干渉とその応用 

・ 回折とその応用 

・ 結像論とフーリエ光学 

・ ホログラフィとスペックル応用技術 

まず広大な電磁波のスペクトルの中での光の位置づけと特長と基本的な性質を概観する。ついで光波の伝

播および異なる媒質の境界における屈折・反射・透過に対する関係式とその物理的なイメージを説明する。後

半では多数の波の重ね合わせを扱う干渉、回折とその応用を述べる。最後に以上の性質を複合したレンズ系

やホログラフィによる結像の機構および性能を決める因子について議論する。 

以上の項目の全般にわたって、光のモデルと諸性質の間のつながりの理解および応用技術の基本原理の

把握を重視して講義を進める予定である。 

 

 

 

 

 

 
 

 

 
 
・波動光学とは結局どういうものなのか？という部分が、受講する前は分からなかったが、講座を受けて、大まかで
はあるが、理解できた。 

・疑問点に関して、丁寧に説明して下さったところが良かった。また、各分野に対する理解が深まった。 
・スペックルのご説明がとてもわかりやすかった。実際の測定結果もあり、どのように活用されているのかわかり、
理解しやすかった。・結晶中を分かれる複屈折について、詳しく説明いただいてよかった。 

・ホログラムの記録、再生についての理論と歴史的な部分を学べた点が有意義だった。 
・ホログラフィ技術の原理と最先端の技術がどこまで進んでいるのかわかってよかった。 

前回受講した方の感想!! 

ＪＯＥＭ技術講座開催案内 「人材開発支援助成金」対象講座 
技 

術 

講 

座 

＜主な対象（前提とする基礎知識）＞ 

・“光学の基礎（例えば 屈折、反射、透過等）”を理解されている方 

・既に JOEM 主催の「図解による光学入門」（毎年開催）または「“波動としての光“入門」（隔年開催）を受講された方 

※ 上記はあくまで受講する際の目安です。 



 

ＪＯ Ｅ Ｍ技 術 講座  
 

『 波 動 光 学 の 基 礎 』 講義内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

光の波動性は１９世紀に確立し、現在あらゆる科学技術分野の基礎のひとつとなっ

ている。本講義では身の回りの光学機器や光デバイスの動作原理や性能、光応用計測

の原理を総合的に理解するために必要な物理的な関係とモデルを統一的な立場から

説明する。 

 

 

（１）電磁波としての光             

１．光の基本的性質    

２．マクスウェル方程式と波動方程式 

３．光波の速度、偏光、屈折・反射 

 

（２）干渉とその応用 

１．波の重ね合わせ 

２．干渉パターン 

３．干渉計と干渉計測 

４．可干渉性（コヒーレンス） 

５．拡散光の干渉とレーザー・スペックル 

 

（３）回折と結像論 

１．回折とその取り扱い 

２．フレネル・キルヒホッフの回折式 

３．フラウンホーファー回折 

４．フレネル回折 

５．結像論 

 

（４）ホログラフィとそのデジタル化 

１．結像の原理 

２．ホログラフィの原理と応用 

３．デジタル・ホログラフィとその応用 

 



参 加 要 領 

当協会のホームページ（https://www.joem.jp/pages/46/）からお申し込み下さい。 
 
※申込受付後、原則申込責任者様宛に受講票とご請求書をご送付しておりますが、受講者様宛に送付す

ることも可能ですので、受講者様宛を希望される方は「申し込みフォームの通信欄」にその旨を明記

してください。（申込責任者様が受講者様と同一の場合には不要です。） 

 

【参 加 費】 １名につき（テキスト代を含みます） 

区   分 税 抜 き 消 費 税 税 込 み 

正 会 員 43,000 円 4,300 円 47,300 円 

賛 助 会 員 53,750 円 5,375 円 59,125 円 

協    賛 73,100 円 7,310 円 80,410 円 

一    般 86,000 円 8,600 円 94,600 円 
 
※当協会の会員外でも、協賛されている団体に所属されている方は、その旨を申込用紙にご記入 

ください。参加費が協賛の金額となります。 
 
※参加費の払い戻しは致し兼ねます。お申込みされた方のご都合が悪くなった場合は、代理の方が

ご出席下さいます様お願いします。 
 
※当協会に入会されますと本技術講座をはじめ、その他の諸事業への参加費が割安になりますので、

この機会に入会をお勧めします。入会ご希望の方は、当協会へお問い合わせください。 

 

【定  員】 １６名 

 

【申込期限】 ２０２６年４月８日（水）まで 

        ※定員になり次第、申込期限前でも締め切らせていただきます。 

 

【申 込 先】 一般社団法人 日本オプトメカトロニクス協会 

  〒105-0011 東京都港区芝公園３丁目５番２２号  機械振興会館 別館４階 

  https://www.joem.jp/pages/46/ 

 

【参加費振込先】 口 座 名：一般社団法人 日本オプトメカトロニクス協会 

      取引銀行：みずほ銀行 神谷町支店 普通預金 2187994 

※ 受講料のお支払いはお申し込みされた翌日から受講後一ヶ月以内にお手続きしていた  

だきたくお願い申し上げます。 

 

【会  場】 機械振興会館 別館４階（一般社団法人 日本オプトメカトロニクス協会 研修室） 
       https://www.joem.jp/pages/64/ 
              （所在地）東京都港区芝公園３丁目５番２２号 
       （交 通）・ 東京メトロ 日比谷線 神谷町駅 下車  徒歩  ８分 

・ 都営地下鉄 三 田 線 御成門駅 下車  徒歩１０分 
・ 都営地下鉄 大江戸線 赤羽橋駅 下車  徒歩１０分 
・ 都営地下鉄 浅 草 線 大 門 駅 下車  徒歩１５分 
・ ＪＲ；山手･京浜東北線  浜松町駅 下車 徒歩１７分 

 

【連 絡 先】  一般社団法人 日本オプトメカトロニクス協会 事務局  

TEL：03-3435-9321  FAX：03-3435-9567  E-mail：info@joem.or.jp 
 
人材開発支援助成金について 
 事業主が、雇用保険の被保険者である従業員に対して、職業生活設計に即した自発的な職業能力の開発
及び向上を目的として、計画に基づいた教育訓練などを行った場合、それにかかった費用の一部が助成さ
れる制度です。本技術講座も事業主が一定の条件を満たしていれば、この制度のうち「訓練給付金」の   
受給の対象となります。 
詳しくは、https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/koyou_roudou/koyou/kyufukin/d01-1.html 

をご覧下さい。 
   


